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 バラク・オバマの広島訪問 
 ―オバマが発したメッセージとアメリカ合衆国の主要新聞における報道― 
 花木　亨 
 要　　旨 
 本稿では，アメリカ合衆国大統領バラク・オバマによる広島訪問について，
コミュニケーション的視点から考察する。現職のアメリカ合衆国大統領によ
る初めての被爆地訪問は，国内外で大きな注目を集めた。このオバマによる
広島訪問はどのようなメッセージを発しただろうか。また，アメリカ合衆国
の主要新聞はこの訪問をどのように伝えただろうか。本稿においては，これ
らの問いに対する一つの応答を試みる。まず，オバマの広島訪問が実現され
るまでの経緯を簡単に振り返った上で，オバマが広島訪問をとおして発した
メッセージについて考える。特に，オバマによる広島平和記念資料館見学，
演説，そして被爆者たちとの対面に焦点を絞って論じる。続いて，オバマの
広島訪問をアメリカ合衆国の主要新聞がどのように報じたのかを整理する。
特に，ニューヨーク・タイムズ，ワシントン・ポスト，ウォール・ストリー
ト・ジャーナル，USA トゥデイ，ロサンゼルス・タイムズの 5紙に注目する。 
 1．はじめに 
 　2016 年 5 月 27 日，アメリカ合衆国大統領バラク・オバマが現職大統領と
して初めて広島を訪問した。アメリカ合衆国は核兵器を実戦使用した唯一の
国であり，広島はそれが使用された二つの都市のうちの一つである。オバマ
政権が終わりを迎えつつある中で実現されたこの歴史的訪問は，国内外のメ
ディアと一般市民たちに注目をもって迎えられた。特に，戦後 70 年以上に
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わたり，広島と長崎における被爆体験を様々な形で語り継いできた日本のメ
ディアと一般市民たちは，オバマによる広島訪問に強い関心を示した。 
 　各種メディアは当日の様子を詳しく伝えている。伊勢志摩サミットへの参
加を終え，5月 27 日夕方に広島平和記念公園に到着したオバマは，安倍晋
三首相とともに広島平和記念資料館を見学した後，原爆死没者慰霊碑に献花
した。そして，被爆者を含む聴衆を前に約 17 分の演説を行った。短い所感
を述べるに留めるだろうとの事前の報道とは異なり，オバマの演説は長く，
よく準備されたものだった。続く安倍の演説が終わると，オバマは被爆者た
ちのもとに歩み寄り，日本原水爆被害者団体協議会代表委員の坪井直と握手
をしながら言葉を交わした。また，広島の原爆によって命を落としたアメリ
カ人捕虜たちの研究を続けている森重昭を抱き寄せて，その背中をさすった。
最後にオバマは，安倍首相，岸田文雄外相らとともに原爆ドームを見学し，
帰路についた。オバマの広島滞在時間は約 50 分だったという。 
 　このオバマによる広島訪問はどのようなメッセージを発しただろうか。ま
た，アメリカ合衆国の主要新聞はこの訪問をどのように伝えただろうか。本
稿においては，これらの問いに対する一つの応答を試みる。 
 　オバマは広島滞在中，その演説と行動によって，日本，アメリカ合衆国，
そして世界の人びとに語りかけた。この演説におけるオバマの語りには，ど
のような特徴があるだろうか。それはオバマの他の演説に見られる特徴と共
通しているだろうか。また，オバマによる広島平和記念資料館の見学や被爆
者たちとの交流といった行動は，オバマの演説と同様あるいはそれ以上に強
いメッセージを発していると考えられる。これらの行動はそれを目にした者
たちに何を伝えただろうか。 
 　日本のメディアが広島について語るときには，原爆被害の悲惨さ，被爆者
たちが経験してきた苦しみ，核兵器の非人道性，平和への祈りなどが重視さ
れる傾向にある。被爆者たちに寄り添い，被爆の記憶とともに歩んできた日
本のメディアにとって，それは自然なことだと言えるだろう。この流れを受
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け，今回のオバマの広島訪問をめぐる報道においても，日本のメディアはこ
の訪問がもたらしたかもしれない和解，癒し，赦し，祈り，希望などに注目
しつつ，それと同時に核兵器削減に向けての具体的な道筋などの政策面につ
いて議論するという傾向があった。これに対して，原爆投下の当事国ではあ
るものの，被爆の実相からは遠いアメリカ合衆国のメディアは今回の訪問を
どのように伝えただろうか。今回は特にアメリカ合衆国の主要新聞における
報道に焦点を絞って吟味する。 
 　以下，第 2節において，オバマの広島訪問が実現されるまでの経緯を簡単
に振り返る。その上で，第 3節において，オバマが広島訪問をとおして発し
たメッセージについて考える。そして，第 4節において，オバマの広島訪問
をアメリカ合衆国の主要新聞がどのように報じたのかを整理する。最後に，
第 5節において，全体の議論をまとめる。 
 2．オバマの広島訪問までの経緯 
 　オバマは 2009 年 1 月 20 日の大統領就任直後から，核兵器廃絶への意欲
を示してきた。その一つの象徴は，2009 年 4 月 5 日にチェコの首都プラハ
で行った演説である（Obama, 2009, April 5）。オバマはこの演説において，実
戦で核兵器を使用した唯一の国として，アメリカ合衆国には核兵器廃絶に向
けて行動する道義的責任があると述べた。この演説が一つの要因となり，オ
バマは同年のノーベル平和賞を受賞したとされる。2009 年 11 月，オバマは
大統領就任以降，初めて日本を訪問し，大統領の任期中に被爆地を訪問でき
れば光栄だと述べた。しかし，この機会にオバマが広島，長崎を訪問するこ
とはなかった（「クローズアップ 2016」，2016 年 5 月 11 日）。 
 　2010 年 8 月 6 日にジョン・ルースがアメリカ合衆国駐日大使として初め
て広島平和記念式典に参加し，2014 年 8 月 6 日には後任のキャロライン・
ケネディーがこれに参加した。こうした流れの中で，2016 年の伊勢志摩サ
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ミットに合わせてオバマが広島を訪問する可能性が議論されるようになって
いった。日本政府は核兵器廃絶に向けての機運を高める上でオバマ大統領に
よる広島訪問には大きな意義があるとする一方で，たとえ訪問が実現したと
しても日本側がオバマに謝罪を求めることはないという見解をアメリカ政府
に伝えたという（「クローズアップ 2016」，2016 年 5 月 11 日）。 
 　2016 年 4 月 11 日，ジョン・ケリー国務長官は，G7 外務大臣会合に参加
した各国の外相とともに，現職のアメリカ合衆国閣僚として初めて広島平和
記念公園を訪問した。広島平和記念資料館を見学したケリーは，その展示内
容は衝撃的で，「胸をえぐられるようだった（gut-wrenching）」という感想を
述べている（The Editorial Board, 2016, April 12）。 
 　アメリカ政府はケリーによる広島訪問が国内世論に与える影響を見極めて
いた。アメリカ合衆国のジャーナリズムを牽引するニューヨーク・タイムズ
とワシントン・ポストは，それぞれの社説でオバマの広島訪問を後押しした
（Editorial Board, 2016, April 15; The Editorial Board, 2016, April 12）。保守派から
オバマの広島訪問に対する目立った異論は出なかった。こうして，オバマの
広島訪問に向けての準備が整っていった。2016 年 5 月 10 日，ホワイトハウ
スはオバマが伊勢志摩サミットに合わせ，5月 27 日に広島を訪問すると発
表した。 
 3．オバマの広島訪問が発したメッセージ 
 　2016 年 5 月 27 日，伊勢志摩サミットの会場を後にしたオバマは，岩国基
地を経由して，夕方，広島に到着した。そして，広島平和記念資料館を見学
し，原爆死没者慰霊碑前で演説を行い，被爆者たちと対面した。この節では，
この日の広島でのオバマの言動がどのようなメッセージを発したのかについ
て考える。 
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 3 ― 1．広島平和記念資料館見学 
 　広島平和記念公園に到着したオバマは，安倍首相と岸田外相に伴われて，
まず広島平和記念資料館を見学した。約 50 分かけて数百点の資料を閲覧し
たケリー国務長官とは異なり，オバマの資料館滞在は 10 分ほどだったとさ
れる。資料館担当者は数十点の資料を厳選し，それらを 1階ロビーに集めて，
原爆の悲惨さをできる限りオバマに伝えようと工夫したという。集められた
展示物には，遺族から寄贈された黒焦げの弁当箱などの遺品，原爆被害の大
きさを伝える写真パネル，そして被爆した佐々木禎子の折り鶴が含まれてい
た。オバマはその中でも特に禎子の折り鶴に強い関心を示し，体をかがめて
その展示に見入っていたと伝えられている（「オバマ米大統領，広島訪問」，
2016 年 6 月 4日）。 
 　佐々木禎子は 2歳のときに広島で被爆した。10 年後の 1955 年，禎子は白
血病と診断され，8か月の入院生活の末，亡くなった。命を失うまでの間，
禎子は病床で鶴を折り続けたと伝えられている。禎子と折り鶴をめぐる物語
は，核兵器の悲惨さと平和への祈りを象徴するものとして長く語り継がれ
てきた。資料館は，常設展示の約 70 羽に加えて約 20 羽を展示用の皿の上
に置き，アクリルケースを外してオバマを迎えたという（「オバマ米大統領，
広島訪問」，2016 年 6 月 4日）。 
 　資料館内では，広島市内の女子中学生と男子小学生の二人がオバマを出迎
えた。オバマは自分で折った鶴を二人に見せ，女子中学生に淡いピンクの
鶴を，男子小学生に淡い青色の鶴を渡したという。そして，芳名録に「We 
have known the agony of  war. Let us now find the courage, together, to spread peace, 
and pursue a world without nuclear weapons.」というメッセージを記し，その上
に別の二羽の折り鶴を置いたという（Parsons & Makinen, 2016, May 27）。これ
らの四羽の折り鶴は，資料館に寄贈された（「オバマ米大統領，広島訪問」，
2016 年 6 月 4日）。 
 　オバマはなぜ禎子の折り鶴に特別な関心を示し，自分で折った鶴を広島に
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持参したのだろうか。この事実にはオバマの未来志向が反映されていると考
えることができるだろう。広島平和記念資料館の展示には，原爆被害の悲惨
さを生々しく伝えるものが多く含まれている。これらの展示は核兵器の残虐
性と非人道性を強調することをとおして平和の尊さを浮かび上がらせようと
するが，その過程で見る者たちの意識を原爆が投下された当時へと導いてい
く。原爆投下当時へと時間を遡っていく作業は，怒りや憎しみや絶望といっ
た感情を呼び覚まし，人びとを「加害者」と「被害者」とに分断する可能性
を含んでいる。これに対して，折り鶴は平和への祈りをより端的に象徴して
いる。それは過去の苦しみを認識しつつも，それを乗り越え，平和な未来へ
と歩みを進めていくことを人びとに促す。謝罪ではなく，核兵器なき世界の
追求が今回のオバマによる広島訪問の目的だったとすれば，その目的を適切
に体現するものが折り鶴だったと考えることができるだろう。 
 3 ― 2．演説 
 　広島平和記念資料館を後にしたオバマは，安倍とともに原爆死没者慰霊碑
に献花し，黙祷を捧げた。そして，慰霊碑を背にして立ち，広島市長の松井
一實，長崎市長の田上富久，被爆者代表の坪井直と森重昭たちを前にして，
約 17 分の演説（以下，「広島演説」とする）を行った。この演説において，
オバマは何を訴えたのだろうか。以下では，まずこの演説の内容を確認する。 
 　オバマは広島演説において，原爆投下を人類全体に関わる問題として捉え
ている。それは演説冒頭の以下の言葉からも明らかである。 
 Seventy-one years ago, on a bright, cloudless morning, death fell from the sky and the 
world was changed. A flash of  light and a wall of  fire destroyed a city and demonstrated 
that mankind possessed the means to destroy itself. (Obama, 2016, May 27) 
 ここでオバマは「死が空から降って来た（death fell from the sky）」という表
現を用いることによって，原爆を投下したのがアメリカ合衆国であるとい
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う事実が強調されるのを避けている（Obama, 2016, May 27）。また，「人類が
自分たち自身を破壊する手段を得た（mankind possessed the means to destroy 
itself）」と述べることによって，核兵器の脅威と向き合うことを人類共通の
課題として位置づけている（Obama, 2016, May 27）。 
 　さらにオバマはこれに続く箇所で，原爆によって命を落とした日本人，朝
鮮半島出身者，アメリカ人捕虜たちの死を悼むために自分たちは広島に集
まっていると語る。これによって，オバマは人類を加害者と被害者に分けて
対立させるのではなく，人類全体が加害者であり，被害者であるということ
を強調する。そして，加害者であると同時に被害者でもある人間たちに対し
て，核兵器の脅威という共通の問題に向き合うように促す。 
 　一方において，オバマは広島での出来事を人類共通の歴史の流れの中に位
置づけようとする。食料や富を求めて，あるいはナショナリズムや宗教的熱
狂に突き動かされて，人間は世界中で互いに争い続けてきたとオバマは言う。
オバマによれば，第二次世界大戦および広島における惨劇は，その争いの歴
史の中の最近の一幕である。他方において，オバマは広島の特殊性を確認す
る。原爆投下がもたらしたキノコ雲のイメージは，「人類が抱える根本的な
矛盾（humanity’s core contradiction）」を思い出させるとオバマは言う（Obama, 
2016, May 27）。それは，言語や道具を操り，自然を意のままにする人類の特
殊な能力が，同時に人類に比類なき破壊力を与えるという矛盾である。 
 　さらにオバマは宗教や国家が内包する矛盾についても言及する。オバマに
よれば，すべての偉大な宗教は平和へと至る道を説く一方で，暴力を正当化
する口実として利用されてきた。また，国家は人びとを一つに結び付ける一
方で，他者を抑圧する装置として機能してきた。ここでオバマが広島への原
爆投下と関わりが深いと思われるナショナリズムに加えて，宗教の危険性に
ついて言及しているのは，宗教の名のもとに展開されてきた紛争やテロリズ
ムを意識してのことだろう。このことからも，オバマが広島への原爆投下の
特殊性を踏まえつつ，それを世界史的な視点から相対化しようとしているこ
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とが確認できる。 
 　こうしてオバマは科学の功罪について言及するに至る。科学が人びとの命
を救い，暮らしを豊かにしてきたことを認める一方で，オバマは科学が効率
的な殺人の手段を提供し続けてきたという事実を指摘する。その上で，オバ
マは以下のように述べる。 
 The wars of  the modern age teach this truth. Hiroshima teaches this truth. Technological 
progress without an equivalent progress in human institutions can doom us. The scientific 
revolution that led to the splitting of  an atom requires a moral revolution, as well. (Obama, 
2016, May 27) 
 ここでオバマは，科学技術が進歩していくのに伴って，その適切な使用法に
ついて考えることの必要性が増していくと指摘している。そして，科学的革
新に「道徳的革新（moral revolution）」が伴わなければ悲劇は繰り返されると
説いている（Obama, 2016, May 27）。 
 　道徳的革新に向けての歩みの一つの表れとして，オバマは国際的な連携の
動きに言及する。互いに敵として戦った日本とアメリカ合衆国との間の同盟，
EU の誕生，戦争を回避しようとする国際的な組織や協定の数々に，オバマ
は核兵器なき世界実現の可能性を見出す。オバマは核兵器廃絶の道が険しい
こと，また自分の存命中にそれが実現しないかもしれないことを認めている。
その一方で，オバマは外交努力や相互依存の深化によって，紛争や破壊を回
避する可能性に望みを託そうとする。互いを人類の一員として認め合うこと，
そして失敗から学ぶことによって，人類は戦争から距離をとることができる
とオバマは言う。 
 　オバマはその演説において，政治指導者ではない一般市民たちの人生を紹
介することが多い。これには演説を聴衆にとって身近なものとし，その説得
力を増加させるという効果がある。その例にならい，オバマは今回の広島演
説において，二人の被爆者たちの人生に言及している。 
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 We can tell our children a different story ― one that describes a common humanity; 
one that makes war less likely and cruelty less easily accepted. We see these stories in the 
hibakusha ― the woman who forgave a pilot who flew the plane that dropped the atomic 
bomb, because she recognized that what she really hated was war itself; the man who 
sought out families of  Americans killed here, because he believed their loss was equal to 
his own. (Obama, 2016, May 27) 
 広島に原爆を投下した飛行機の操縦士を許した女性と，原爆によって命を落
としたアメリカ人たちの遺族を探した男性という二人の被爆者たちの人生に
ついて語ることで，オバマは加害者と被害者という区分を越え，人類の一員
として原爆投下という現実を受け止めることを聴衆に促している。 
 　この演説においてオバマが強調している人類の普遍性には，アメリカ的価
値観が反映されているということに注意する必要があるだろう。アメリカ
合衆国の物語の出発点として，オバマはアメリカ合衆国独立宣言から「す
べての人間は生まれながらにして平等であり，その創造主によって，生命，
自由，および幸福の追求を含む不可侵の権利を与えられている（All men are 
created equal, and endowed by our Creator with certain unalienable rights, including 
life, liberty and the pursuit of  happiness）」という言葉を引用する（Declaration of  
Independence, 1776）。その上で，この理想を地球規模で追求していこうと呼
びかける。オバマがアメリカ合衆国の歴史をその建国理念が実現されていく
過程として捉えていることは，他の演説においても確認できる。今回の広島
演説において，オバマはその歴史観の適用範囲を地球全体に拡大しようとし
ていると解釈することができる。この見方によれば，オバマは第二次世界大
戦における勝利と敗北，その後の各国の歩み，そして今回の広島訪問を「不
可侵の権利（unalienable rights）」が人類全体に対して保障されていく過程の
一環として捉えているということになる（Declaration of  Independence, 1776）。 
 　広島平和記念資料館の展示が戦争の悲惨さを強調することで平和の尊さを
伝えようとしているとするならば，オバマの演説は平和の尊さを強調するこ
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とで戦争の悲惨さを伝えようとする。「朝一番の子どもたちの笑顔，食卓越
しの配偶者との触れ合い，心地よい親の抱擁（the first smile from our children 
in the morning; the gentle touch from a spouse over the kitchen table; the comforting 
embrace of  a parent）」がかつて広島にもあったと述べることで，オバマは原
爆によって命を落とした人たちが聴衆と変わらない普通の人たちであったこ
とを確認する（Obama, 2016, May 27）。こうした普通の人たちは，これ以上の
戦争を望んでいないとオバマは言う。オバマによれば，彼らは科学が命を奪
うためではなく，人生を豊かにするために利用されることを望んでいる。 
 　オバマは未来に希望を託しながら，以下の印象的な一節で演説を締めくく
る。 
 The world was forever changed here. But today, the children of  this city will go through 
their day in peace. What a precious thing that is. It is worth protecting, and then extending 
to every child. That is the future we can choose ― a future in which Hiroshima and 
Nagasaki are known not as the dawn of  atomic warfare, but as the start of  our own moral 
awakening. (Obama, 2016, May 27) 
 悲惨な過去を忘れるべきではない。その一方で，戦後71年の歩みをとおして，
広島は平和な日常を取り戻した。子どもたちは今日，その平和の中で毎日を
過ごしている。平和の尊さを噛みしめ，それを守り抜こうと決意することが
「道徳的な目覚め（moral awakening）」につながる。オバマはそう祈りながら，
演説を終えている（Obama, 2016, May 27）。 
 　以上がオバマによる広島演説の内容だが，その主な特徴をまとめると以下
のようになる。オバマは広島演説において，広島への原爆投下という特殊な
出来事の特殊性を認識しつつも，これを人類全体に関わる普遍的な問題とし
て受け止めることを聴衆に求めている。そこでは，人類を加害者と被害者に
二分する語りは退けられ，人類が加害者であると同時に被害者であるという
両義的な存在として定義される。オバマは 2004 年民主党全国大会基調演説
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以来，差異を越えて統合された「アメリカ人」という塊の可能性を訴え続け
てきた（花木，2015）。広島演説においては，その塊の範囲が地球規模に拡
大されていると考えられる。 
 　オバマの語りによって生み出されたこの「人類」という塊が対峙すべき
は，オバマによれば，科学の両義性である。科学は人間の暮らしを豊かにす
る一方で，効率的な破壊と殺戮の道具を生み出し続けてきた。その顕著な例
が核兵器である。オバマは科学の闇の部分を退け，光の部分を活かすことを
提案する。そして，そのためには「道徳的革新（moral revolution）」が必要で
あると述べる。この「道徳的革新（moral revolution）」という言葉でオバマが
示唆するものは，具体的には相互依存や外交努力の深化などの国際的連携に
向けての動きである。その一方で，オバマは人びとが互いを人類の一員とし
て尊重すること，また過去の過ちから学ぶことを促し，聴衆一人一人の内
面的な成熟に期待を寄せている。聴衆に道徳的な内省を迫ることで政策的な
変化を促すという手法は，人種について語った「A More Perfect Union」演説
（Frank, 2009; Obama, 2008; Rowland & Jones, 2011; Terrill, 2009），医療保険制度改
革について語ったアメリカ合衆国議会合同会議における演説（Obama, 2009, 
September 9; Rowland, 2011），核兵器廃絶への意欲を示したプラハ演説（Obama, 
2009, April 5）など，オバマの他の演説にも確認できる。 
 　オバマの演説の多くには，一般市民の物語がちりばめられている。この流
れを受けつつ，今回の広島演説において，オバマは二人の被爆者たちに具体
的に言及している。広島に原爆を投下した飛行機の操縦士を許した女性と，
原爆によって命を落としたアメリカ人たちの遺族を探した男性の人生を紹介
することで，オバマは加害者と被害者の間の垣根を越えた和解と連帯の可能
性を示そうとする。これらの被爆者たちは，被爆当時に一般市民であったと
いう意味で，聴衆と近い立場にある。彼らの物語を聴くことで，聴衆がオバ
マの語りへの共感を高めていくという効果が期待される。 
 　アメリカ合衆国大統領であるオバマが語る普遍には，アメリカ的価値観が
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反映されている。憲法学者でもあるオバマは，その演説において，しばしば
アメリカ合衆国憲法やアメリカ独立宣言などの言葉を引用し，アメリカ合衆
国の建国理念を自分の主張の拠り所とする。アメリカ国内向けの演説におい
て，この手法はアメリカ人たちに原点回帰を促し，彼らを一つにまとめる効
果を発揮すると期待される。その一方で，日本の都市から世界に向けてなさ
れた広島演説において，オバマがアメリカ独立宣言の広く知られた一節を引
用したのはなぜだろう。この一見すると不自然な事実は，オバマがアメリカ
合衆国の建国理念を人類全体が追求すべき理想だと捉えていることを示唆し
ている。アメリカ独立宣言が掲げた生命，自由，および幸福追求の権利は，
日本国憲法第 13条や世界人権宣言にも影響を与えている。オバマによれば，
これは人類に共通する不可侵の権利であり，人類の歴史はその権利がより多
くの人びとに保障されていく過程である。オバマはその過程の一環として，
広島への原爆投下とその後の平和への歩みを位置づけようとしている。 
 　オバマの演説には未来を志向する傾向があるが，その傾向は広島演説にも
受け継がれている。オバマはその演説において，人種，党派，信仰，性別，階級，
性的指向などの違いによって分断されたアメリカ人たちに共通の未来像を
提示することで，彼らを一つにまとめようとしてきた（鈴木，2010；花木，
2015）。過去を振り返れば，怒りや憎しみや悲しみの感情が人びとを分断す
るかもしれない。その一方で，未来を見据えることで，人びとはそれらの感
情を乗り越え，連帯できるかもしれない。オバマの雄弁を全米に知らしめ
た 2004 年民主党全国大会基調演説のテーマは「大胆不敵な希望（audacity of  
hope）」だった（Obama, 2004; Frank & McPhail, 2005; Rowland, & Jones, 2007）。
それ以来，「希望」はオバマの演説を貫く一本の軸であり続けた。過去に対
して失望したとしても，人間は未来に対して希望を抱くことができる。その
未来志向とオバマ流の楽観主義が，他の演説と同様，広島演説を方向づけて
いる。 
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 3 ― 3．被爆者たちとの対面 
 　オバマの演説に続いて行われた安倍の演説が終わると，オバマは安倍とと
もに聴衆のもとに歩み寄り，最前列に座っていた二人の被爆者たちと通訳を
介して話をした。坪井直とオバマは互いの手を握りしめながら，時には笑み
を浮かべつつ，言葉を交わした。森重昭はオバマと対話している途中で涙ぐ
み，オバマは森を抱き寄せて，その背中をさすった。このオバマと森の抱擁
の写真は，オバマの広島訪問を象徴する一枚として，日米をはじめとした各
国の新聞紙面を飾った。 
 　91 歳の坪井は 20 歳のときに被爆した。その後，坪井は後遺症に苦しみな
がら，原爆の悲惨さを語り継ぐ活動を続けてきた。坪井はオバマが大統領に
就任した直後から，オバマによる広島訪問を求め続けてきた。オバマと対面
した坪井は，核兵器のない世界を作ることの大切さをオバマに伝えたという。
対話の最中，オバマは坪井の手を強く握って離さなかったと伝えられている
（寺岡・真下・石川，2016 年 5 月 27 日）。 
 　79 歳の森は 8歳のときに被爆した。40 歳の頃，森は被爆して亡くなった
アメリカ人兵士たちの存在を知り，調査を始めた。それ以降，森は約 40 年
にわたってアメリカ兵被爆者たちについて研究すると同時に，その成果を遺
族たちに伝える活動を続けてきた。自分自身も被爆者である森は，原爆の被
害者であることに国籍や立場は関係ないという思いから，この研究を続けて
きたという（原田・鵜塚，2016 年 5 月 27 日）。 
 　坪井と森は，オバマによる広島訪問を肯定的に受け止めたと伝えられてい
る。オバマとの対面の感想を聞かれた坪井は，笑顔で「良すぎたかな」と答
えている。また森は，「最高のおもてなしを今日はアメリカ側がしてくれた」
と述べている（「被爆者と抱擁も」，2016 年 5 月 28 日）。 
 　オバマが二人の被爆者たちと交わした言葉の詳細は明らかにされていな
い。その一方で，オバマが被爆者たちと対面したという事実は，言葉以上に
強いメッセージを日本と世界に発したと言える。現職のアメリカ合衆国大統
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領が広島を訪れるという行為には政治的リスクが伴う。被爆者たちと対面す
るとなれば，そのリスクは増大する。だからこそ，歴代大統領たちは，たと
えその気があったとしても，任期中の広島訪問と被爆者たちとの対面を避け
てきた。時が経ち，大統領による広島訪問が実現され得る環境が整ってきた
という面があったにせよ，オバマには広島を訪問しないという選択肢もあっ
た。それにもかかわらず，オバマは広島を訪問し，被爆者たちと対面した。
この事実から，オバマが今回の広島訪問をとおして，和解と平和に向けての
強いメッセージを発しようとしたことがうかがえる。 
 4．アメリカ合衆国の主要新聞における報道 
 　オバマの広島訪問は国内外のメディアの関心を集めた。特に被爆地を抱え
る日本のメディアは，これを歴史的出来事と位置づけて詳報した。テレビ各
局は当日の様子を生中継し，新聞各社は多角的な視点から特集記事を書いた。
これらの報道は，現職アメリカ合衆国大統領が初めて被爆地を訪問したこと
の意義を強調しつつ，これを核兵器なき世界に向けての一つの転換点として
捉えている。また，原爆を投下した国の最高政治指導者であるオバマが原爆
投下に対して謝罪しなかったことを非難する声が一部にあることを紹介しつ
つも，日本の被爆者と一般市民のほとんどがオバマの広島訪問を肯定的に評
価したと伝えている。 
 　その一方で，アメリカ合衆国のメディアもオバマの広島訪問に一定の関心
を示した。主要テレビ局は，現地時間の早朝であったにもかかわらず，オバ
マによる広島訪問をその演説を含めて生中継した。主要新聞各紙もこの出来
事を大きく写真付きで報じた（会川，2016 年 5 月 28 日； 「オバマ氏広島訪
問」，2016 年 5 月 28 日；前嶋，2016 年 5 月 27 日；冷泉，2016 年 5 月 31 日）。
アメリカ合衆国のメディアは，オバマの広島訪問をどのように報じたのだろ
うか。この節では，特にアメリカ合衆国の主要新聞による報道を確認する。
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発行部数と影響力の大きさから，ニューヨーク・タイムズ，ワシントン・ポ
スト，ウォール・ストリート・ジャーナル，USA トゥデイ，ロサンゼルス・
タイムズの 5紙に注目する。 
 4 ― 1．ニューヨーク・タイムズ 
 　ガーディナー・ハリス（Gardiner Harris）によるニューヨーク・タイムズ
の記事は，現職のアメリカ合衆国大統領が初めて被爆地を訪問したことの意
義を強調しつつ，当日の広島での出来事を報じた（Harris, 2016, May 27）。ハ
リスはオバマが原爆死没者慰霊碑に献花したこと，核兵器廃絶に向けて「道
徳的革新（moral revolution）」を求める演説をしたこと，そして被爆者たち
と対面したことなどを伝えている（Harris, 2016, May 27）。また，被爆者たち
の中に謝罪を求める者もいたことから，被爆者たちとの対面が「細心の注
意を要する決断（delicate decision）」だったと説明すると同時に，オバマによ
る広島訪問が日本の人びとに概ね好意的に受け止められたと紹介している
（Harris, 2016, May 27）。今回のオバマの広島訪問は，かつての敵国同士の間
に構築された同盟の強固さを示すものであるとの記述もある。 
 　その一方で，ハリスはオバマの広島訪問に関連するいくつかの課題を提示
した。その一つは，核兵器なき世界を目指すというオバマの呼びかけと核兵
器削減に向けてのオバマ政権の実際の動きとの乖離である。記事では，オバ
マ政権が削減した核兵器の量は冷戦後の歴代政権の中で一番少ないという事
実が紹介されている。 
 　日本の戦争責任およびアジア諸国との関係についての記述も見られる。広
島と長崎への原爆投下が多くの命を奪った一方で，アメリカ軍の日本本土上
陸によって失われたであろうさらに多くの人命を救ったという一部の歴史家
たちの説をハリスは紹介し，広島平和記念公園における施設や展示がこの説
を適切に反映していないと指摘している。また，広島平和記念公園が被爆者
たちの悲惨な体験について生々しく語る一方で，真珠湾攻撃，日中戦争，沖
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縄戦での被害など，原爆投下に関連する歴史的背景については多くを語って
いないとして，これを問題視している。さらにハリスは，原爆死没者慰霊碑
に刻まれた「過ちは繰返しませぬから（We shall not repeat the evil）」という言
葉を紹介し，この「過ち（evil）」という語が何を指しているのか，また誰に
その「過ち（evil）」の責任があるのかが明らかにされていないと指摘してい
る（Harris, 2016, May 27）。そして，原爆投下を招いた責任の一端が自分たち
にあることを認めようとしない日本の態度が，中国，韓国などの他のアジア
諸国を悩ませていると解説している。 
 4 ― 2．ワシントン・ポスト 
 　デイヴィッド・ナカムラ（David Nakamura）によるワシントン・ポストの
記事は，オバマが世界で初めて実戦使用された原子爆弾の被害者たちに敬意
を捧げるために広島を訪問したとの書き出しに続いて，オバマが広島平和記
念資料館の芳名録に記した言葉を紹介した（Nakamura, 2016, May 27）。そして，
科学の進歩に道徳的な進歩が伴わなければ人類は破滅するというオバマの訴
えを伝えた。さらにナカムラは，広島と長崎への原爆投下によって命を落と
した者たちのほとんどが民間人であり，その中に多数の朝鮮半島出身者が含
まれていたことも紹介している。 
 　ナカムラは，原爆死没者慰霊碑への献花，演説，被爆者たちとの対面，原
爆ドームの見学など，当日のオバマの言動を記述した上で，オバマの広島訪
問についての核軍縮専門家の意見を紹介している。ナカムラによれば，軍備
管理協会（Arms Control Association）事務局長のダリル・G・キンボール（Daryl 
G. Kimball）は，オバマによる広島訪問が人びとに核兵器の危険性を再認識
させると同時に，世界の指導者たちにその危険と立ち向かうことを促したと
述べたという。また，キンボールは核兵器なき世界に向けてのさらに具体的
な行動をオバマに期待しているという。 
 　さらにナカムラは，オバマの広島訪問を謝罪と見なすアメリカ国内の一部
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の世論を紹介し，それに対するオバマ政権の立場を説明している。ナカムラ
は，広島訪問がハリー・トルーマン大統領による原爆投下の決断に対する謝
罪と見なされることを恐れて，歴代大統領たちが広島訪問を避けてきたとい
う事実に触れると同時に，2008 年大統領選の共和党副大統領候補サラ・ペ
イリンがこの論理に従ってオバマの広島訪問を批判したことを紹介してい
る。そして，オバマ政権が大統領任期の最終年において，謝罪のためではな
く，日米間の連携を強調するため，また核兵器の危険性に対して警鐘を鳴ら
すため，大統領による広島訪問を決断したと説明している。 
 　ワシントン・ポストの記事は，ニューヨーク・タイムズの記事と同様に，
オバマ政権による核兵器削減の実績が乏しいということも指摘している。ナ
カムラは，オバマが核拡散防止のための支出を削減したこと，核兵器を搭載
可能な新型兵器への支出を維持したこと，パキスタンとインドに対して核兵
器削減を促すことに失敗したこと，中国との間の原子力協力協定を改定した
ことなどを挙げ，オバマが掲げる理想が現実と乖離していると記している。
その上で，オバマ政権は核兵器削減に向けてさらに努力すべきだとする専門
家の意見を紹介している。 
 　ナカムラは，オバマによる広島訪問を受けて，安倍に真珠湾を訪問するこ
とを促して記事を結んでいる。ハワイで日本軍による真珠湾攻撃 75 周年を
記念する式典が計画されていることを紹介した上で，ナカムラは「もし安倍
が真珠湾に来なかったら驚きだ」というアメリカ政府高官の言葉と，「現時
点では真珠湾を訪問する計画はない」という安倍の言葉を伝えている。 
 4 ― 3．ウォール・ストリート・ジャーナル 
 　キャロル・E・リー（Carol E. Lee）とアレクサンダ ・ーマーティン（Alexander 
Martin）によるウォール・ストリート・ジャーナルの記事は，オバマが広島
において謝罪することも原爆投下を正当化することもなかったと冒頭で述
べ，オバマが日米両国民の感情を刺激することを避けつつ，核兵器なき未
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来に今回の訪問の焦点を絞ったと報じた（Lee & Martin, 2016, May 28）。また，
オバマが原爆死没者慰霊碑に献花したこと，聴衆を前に演説したこと，被爆
者たちと対面したこと，オバマの広島訪問が日本の人びとに概ね好意的に受
け入れられたことなどを伝えると同時に，坪井直や森重昭などの被爆者たち
の言葉を紹介した。オバマによる広島訪問当日の様子や，広島と長崎への原
爆投下がもたらした被害などについても記している。 
 　リーとマーティンは，オバマによる広島訪問の背景として，アメリカ合衆
国内に存在する原爆投下を正当化する議論について言及している。リーと
マーティンは，第二次世界大戦終結以降，アメリカ合衆国においては原爆投
下の是非をめぐる論争が続いてきたと述べ，スミソニアン国立航空宇宙博物
館におけるエノラ・ゲイの展示をめぐる 1990 年代の論争をその代表例とし
て挙げている。またリーとマーティンは，原爆投下を必要だったとする政治
家の言葉も紹介している。共和党所属アーカンソー州選出の上院議員トム・
コットン（Tom Cotton）は，専制を止め，人命を救い，史上最も破滅的な戦
争を終結させる上で，核兵器の使用には「道徳的必要性（moral necessity）」
があったと述べたという（Lee & Martin, 2016, May 28）。リーとマーティンは，
このような背景を踏まえつつ，今回の広島訪問はオバマにとって細心の注意
を要する出来事だったと説明している。 
 　ウォール・ストリート・ジャーナルの記事は，オバマが掲げる理想と現実
との乖離についても触れている。被爆者たちは謝罪ではなく，原爆の被害に
苦しむ人間をこれ以上増やさないことを望んでいるという軍備管理協会事務
局長ダリル・キンボールの言葉を紹介した上で，リーとマーティンは，オバ
マ政権による核兵器削減に向けての取り組みが十分な成果をあげてこなかっ
たと述べている。またリーとマーティンは，オバマがアメリカ合衆国の核兵
器を改良するために今後 30 年間で 1兆ドルを支出することを承認したこと
に触れ，核兵器削減を訴えるオバマが自国の核兵器削減に取り組んでいない
という事実が批判を招いていると記している。そして被爆者たちが，謝罪で
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はなく，核兵器廃絶に向けての具体的な計画を求めていると紹介している。 
 　さらにリーとマーティンは，オバマの広島訪問を日本のメディアがどのよ
うに受け止めたかについても触れている。二人によれば，オバマの広島訪問
は日本のメディアによって概ね肯定的に受け止められた。リーとマーティン
は，特に毎日新聞の記事を取り上げ，毎日新聞がオバマによる広島訪問を和
解に向けての第一歩と位置づけた上で，安倍による真珠湾訪問を促している
ことを紹介している。その上で，安倍が真珠湾を訪問する予定はないと述べ
ていることも伝えている。 
 4 ― 4．USA トゥデイ 
 　カーク・スピッツァー（Kirk Spitzer）による USA トゥデイの記事は，オ
バマが「感動的で歴史的な訪問（an emotional and historic visit）」をとおして
被爆者たちの想いを受け止めると同時に，核兵器廃絶への決意を新たに表明
したと報じた（Spitzer, 2016, May 27）。また，オバマが原爆投下について謝罪
しなかったと明記した。スピッツァーは，被爆者たちが広島と長崎への原爆
投下についてアメリカ合衆国に謝罪を求めてきた一方で，アメリカ合衆国の
退役軍人と元捕虜たちが謝罪に反対してきたという背景を説明しつつ，オバ
マが今回の広島訪問の焦点を戦争責任の追及ではなく，和解に置いたと述べ
ている。 
 　スピッツァーは，オバマが森重昭を抱きかかえた場面を「感動的な瞬間（a 
poignant moment）」と記した上で，森が長年にわたり，被爆したアメリカ人
たちについて調べ，その遺族たちに連絡をとり続けたことを紹介した（Spitzer, 
2016, May 27）。そして，森の活動を記録したドキュメンタリー映画を制作し
たバリ ・ーフレシェット（Barry Frechette）の言葉を伝えた。フレシェットは，
一番大切なことは，何が起こったのかを認識し，戦争の悲惨さを理解するこ
とだと述べたという。またフレシェットは，アメリカ人捕虜の遺族たちが耐
え難い犠牲を強いられた一方で，一般市民を中心とした日本人たちも大きな
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苦しみを経験したと述べたという。 
 　元アメリカ人捕虜たちがオバマ広島訪問時の式典に招かれなかったことに
ついてもスピッツァーは触れている。第二次世界大戦中に日本軍の捕虜と
なったアメリカ兵たちについての日米間の対話を促進する非営利団体「US-
Japan Dialogue on POWs」代表の徳留絹枝は，広島での式典に元捕虜たちが招
かれなかったことに落胆した一方で，オバマの広島訪問が好ましい影響をも
たらすことを期待しているという。これに関連して，スピッツァーは，第二
次世界大戦中に 1万人を超えるアメリカ人捕虜たちが日本の収容所で死亡
し，その多くが悲惨な環境に置かれていたことを紹介している。 
 4 ― 5．ロサンゼルス・タイムズ 
 　クリスティ・パーソンズ（Christi Parsons）とジュリー・マキネン（Julie 
Makinen）によるロサンゼルス・タイムズの記事は，オバマが現職大統領と
して初めて広島を訪問し，核兵器の恐ろしさと向き合ったと報じた（Parsons 
& Makinen, 2016, May 27）。そして，オバマがその演説において，科学が抱え
る矛盾や人類共通の義務について語ったと述べた。パーソンズとマキネンは，
「科学的革新（scientific revolution）」には「道徳的革新（moral revolution）」が
伴わなければならないというオバマの言葉を引用して紹介する一方で，オバ
マが広島と長崎への原爆投下について謝罪しなかったと記している（Parsons 
& Makinen, 2016, May 27）。 
 　パーソンズとマキネンは，原爆が投下された当時の広島の様子とその被害
の大きさについても詳しく解説している。原爆投下当時，広島に約 35 万人
の市民や軍人がいたこと，多くの人びとが爆発とその影響によって命を落と
したこと，死者には中学生が多く含まれていたことなどをパーソンズとマキ
ネンは伝えている。また，エノラ・ゲイが投下した原子爆弾リトルボーイの
威力についても触れ，爆弾が広範囲にわたってすべてを一瞬で消滅させたと
記している。 
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 　オバマが見学した広島平和記念資料館とそこに展示されている禎子の折り
鶴についての記述も確認できる。パーソンズとマキネンは，熱線によって焼
かれた生徒たちが着ていた服，母親が遺品として保管していた男子中学生の
爪と皮膚など，見る者の心をかき乱すような原爆の遺物が広島平和記念資料
館に展示されていると記している。また，オバマが資料館で佐々木禎子と彼
女の折り鶴についての展示に見入ったことについても伝えている。パーソン
ズとマキネンは，折り鶴を千羽折ると長寿が叶うという言い伝えを紹介した
上で，オバマが自分で折った二羽の折り鶴を地元の生徒たちに渡し，もう二
羽を芳名録の上に置いたと記している。 
 　ロサンゼルス・タイムズの記事は，オバマと坪井直との対面について
も詳しく述べている。パーソンズとマキネンは，ジョン・ハーシー（John 
Hersey）が 1946 年に公刊した著作『ヒロシマ（Hiroshima）』に坪井について
の記述があると述べつつ，坪井の人生を紹介している。坪井が大学生のとき
に被爆し，一か月ほど意識を失ったことや，被爆の後遺症と差別に悩まされ
ながらも被爆体験を伝え，平和を訴える活動を続けてきたことなどについて，
パーソンズとマキネンは伝えている。 
 5．まとめ 
 　本稿においては，バラク・オバマの広島訪問が発したメッセージとそのア
メリカ合衆国の主要新聞における報道について考察した。オバマは今回の広
島訪問をとおして，かつて互いに敵国として戦った日本とアメリカ合衆国と
の間の和解を促すと同時に，核兵器廃絶という人類共通の課題に世界中の人
びとが共に取り組む必要性を強調した。このことは，オバマが演説で述べた
言葉の中にも確認できる。オバマは原爆投下について，「加害者」対「被害者」
という二項対立的な枠組みを使って語ることも，これに対して謝罪すること
もしなかった。その代わりに，オバマは人類が科学を進歩させていく過程で
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核兵器を作り出し，広島や長崎における悲劇を生んだと述べた。そして，人
類の進歩が科学の進歩とともにある以上，そこには道徳的な進歩が伴わなけ
ればならないと訴えた。 
 　演説と同様に，あるいはそれ以上に，和解と平和に向けてのオバマの決意
を印象づけたのは，オバマの広島における行動だったと言える。オバマは広
島平和記念資料館を見学した際，佐々木禎子の折り鶴に興味を示し，自作の
折り鶴を付き添った二人の生徒に一羽ずつ手渡すと同時に，二羽を芳名録の
上に置いた。そうすることで，オバマは長寿と平和を象徴する折り鶴に平和
へのメッセージを託そうとしたと考えることができる。また，オバマは演説
の後，二人の被爆者たちと対面し，握手しながら言葉を交わした。彼らが交
わした言葉の詳細は明らかにされていない。しかし，アメリカ合衆国の現職
大統領が被爆者たちと対面し，言葉を交わしたという事実は，「加害者」と「被
害者」の間に一定の和解が成立したという印象を人びとに与えただろう。涙
ぐむ森重昭を抱きかかえるオバマの写真は，オバマの広島訪問を象徴する一
枚として日米および世界のメディアに取り上げられた。そして，日本人被爆
者である森が長年にわたって被爆したアメリカ人捕虜たちについての研究を
続けてきたという事実が，この写真の印象を強めている。 
 　アメリカ合衆国の主要新聞は，オバマの広島訪問を大きく取り上げた。こ
れらの新聞は，オバマが広島平和記念資料館を見学したこと，原爆死没者慰
霊碑に献花したこと，演説で所感を述べたこと，被爆者たちと対面したこと，
原爆ドームを見学したことなど，当日の出来事を伝えると同時に，オバマの
演説の内容を紹介した。どの新聞も現職のアメリカ合衆国大統領が被爆地広
島を初めて訪問したことの重要性を強調すると同時に，被爆者たちとの対面
を感動的な一幕として報じた。また，すべての新聞がオバマは謝罪をするた
めに広島を訪問したのではないと記した。 
 　アメリカ合衆国の主要新聞は，オバマによる広島訪問そのものについて報
じることに加えて，この訪問を取り巻く文脈について紙幅を割いて解説して
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いる。たとえば，いくつかの新聞が，オバマ政権の核兵器削減に関する実績
が歴代政権と比べて乏しいことを紹介し，オバマが訴える理想と現実との乖
離を指摘した。また多くの新聞が，原爆投下は戦争の被害を最小限に抑える
ためには止むを得ない選択だったとする議論がアメリカ合衆国に存在するこ
とに触れた。さらに，オバマの広島訪問が他のアジア諸国に与える影響や第
二次世界大戦における日本の戦争責任について言及した新聞もある。そして，
いくつかの新聞はオバマ大統領の広島訪問を受けて，安倍首相が真珠湾を訪
問する可能性について触れている。 
 　オバマは今回の広島訪問をとおして，未来を志向した理想主義的なメッ
セージを発したと言えるだろう。それは和解を基調としつつ，普遍的な理想
の実現に向けて，人類の連帯を呼びかけるようなものだった。大統領として
の任期の終わりを迎えつつあるオバマにとって，この機会に核兵器削減に向
けての具体的な政策を述べることは難しかったのかもしれない。大統領に就
任した 2009 年に核なき世界を訴えたオバマは，その後 8年間の任期中に，
その理想を十分に追求することができなかった。オバマは今回の広島訪問を
とおして，その残された課題を次世代の指導者と市民たちに委ねようとした
のかもしれない。 
 　オバマが今回の広島訪問をとおして理想を訴えたとすれば，それを報じる
アメリカ合衆国の主要新聞は理想とともに現実を伝えたと言える。新聞各紙
は広島においてオバマが語ったことと同時に，語らなかったことについても
記した。それは，原爆投下の是非をめぐる議論，日本の戦争責任，オバマの
広島訪問に対する日米以外の国々の反応，核兵器廃絶に向けての具体的な政
策の進展具合といった事柄である。理想の未来を語ろうとしたオバマが意図
的に避けたであろうこれらの話題について，アメリカ合衆国の主要新聞は読
者に思い出させようとした。これによって，オバマの広島での言動が視聴者
に与えた印象と，オバマの広島訪問についての報道が新聞読者に与えた印象
は，少し違ったものになったかもしれない。その一方で，アメリカ合衆国の
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主要新聞が今回のオバマによる広島訪問を重要な歴史の一幕と捉えたことは
間違いないだろう。 
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